
高レート桐シャントングを生き残ります 発芽のための種子

桐 種 桐は、桐トメントーサ、桐幸運を長く 桐ハイブリッド9501、桐シャントング
 

繁殖します ルート 桐植栽 または苗木、桐の根切り、桐切り株、桐台木 または茎、桐の種など
土地 1。 地下水位：1.5メートル以上。

2。 土壌テクスチャ：permeablilityや通気性の良いローム、砂土、 粘土、硬化、換気有害土壌を避けます。
3。 土、6〜7.5のpHは、5から8.9が許容される、最高です。
4。 グッドかんがい排水のSYSTERMは良くなります。
までの5標高 2000メートルは許容

水 1。 多産とウェット。滞水ず、水飽和なし
2。 年間rainfullの400ミリメートル、1200ミリメートル。
3。 苗の期間では、後に、優れた水分（20〜40％）で土を保ちます その後、より良い、より良い50センチメートル干
ばつ耐性能力向上、より育ちます。
4.注意してください。 十分な水、無滞水、土壌呼吸を保ちます

サンシャイン 1。 日当たりの良い場所にある工場の桐の木と重い風から遠ざけます。
2。 他の大きな木の下で桐の木を禁止するようにしてください
3。 密度。植林のため、苗0.8x1mまたは1x1m距離を使用するための 4x4mまたはより大きな距離。
作物と植物 3x15mより距離より。

温度 年間気温 12-20celsius度は、より良い成長します。 -20- + 45celsius度は、に対して脆弱okです 霜
害-25celsius度より絶対温度が少ない場合。

肥料 まず、用 桐の種子、桐ルートと桐切り株、およびその他の 桐の植栽は、将来的には、少し肥料を与える：少ないです 数量肥
料など多くの回。

違い 種子や根の 桐 シード価格は低いが、高い、非常に小さくて軽い種子 技術的な要件は、それとは1で良い苗を得ることは困難です 年。な
いので、よく元の植物のゲンをしてください、それは持っているのは簡単です 分離現象。
paulownaルートによる植物（植物の 伝搬 ）、 原種の性質を維持し、簡単な技術的、作業を保存し、   時間、より優
れた桐の木を得ます

 


